








〔研究の目的〕 

わが国の地域母子保健サービスは諸外国にくらべてまさるとも劣らぬシステムと実績をも

ち、それは乳児死亡率の著しい低下によっても証明されてはいるが,なお国内における地域

差は存在し,改善すべき点も少なくない。一方わが国の人口の高齢化をみても、今後の社会

を担うべき子どもたちの健康はますます重要となってくる。このような国家的要請にこた

えるためには,住民に密着した地域母子保健サービスの充実・向上はこの上なく重要である。

21 世紀を見すえた立場でのその充実・向上のために必要な事項,施策を明らかにし,その実

現をはかるために本研究を実施した。 


